] な家 Ifi についてのご巧 IMMa なお KU 上げの H 巧 S' 

f さ tvs り、 M でいた巧いたもの在«などで、ご mM は下 EB 口にご m イ 


田 

夕ち * 巧 1 ミ 

■ ;• が • マ iin …〜 i "■^FpmsT 


ついでのこ iiikB 


TEL 01 20-3121-38 
FAX 0120-3121-87 

(が WW 3656 X 9 00-19 00 


ち S « ご巧 m □で S ミけした、 SSOKOfl 人 ft がご 
巧 RnS を、ご相!^の巧 R ホその WD たかこ 
巧用し、その»巧*!すことがあ0ます， 

また、 ftXm 巧！■留に U し、ちち«<0历«が夕い眶 
D 、 »1贿《委巧ずるよびま令1。1づき W と 
辛 jif される場合巧巧巧、 c ちへ cnmis 行いません • 


T 巨し01 20-31 S 1 -11 
FAX 01 20 — 3 121—34 

I ) 9:00〜17 30(月〜±) 9:00-1 スの旧） 

绿«零 ttBlKC 巧でいただ««す。 

9 mn . PHS な5ちご孝 M でる«ん 


化だいた!#*には、 
E « (•■なと）さ 


ち S 9 が*にお «a 
正！！に芭»ずるため、 

せでいただ <1■合げち0ます， 
ttWP ■させていただし巧アフタ-ヴ- 
スに R ブるアンクート/け3キをを«3せてし1ただぐ 
ことが《〇まず， 


愛情点ち 


の 


>11 年こ S 用のを g ■の巧任を 1 


こんな巧巧は 
お0まなんか 



■■79ブ ttrt しで、 

M — >sflp が？ U wn と 

C 3 麵 K 巧か、 


»しいこと ORS こ 


巧棄時にごミ主意巧います 


を〇〇 > 年4ちリヴイクルをでは、 
( リヴイかけ巧)«巧かしん、 


) ホ « BW ■ジ打る！ MS は、巧 • a«Ht 
P 巧 tm に SE にミ tt * T ことが巧 A をれで L 


、ます， 


■ W 5 ♦■入 
mext で 




£ 1 

«い上げ B 

巧ち日 

巧ち 


M 

入 S る 

t ( ) 


C ''-' 


16 


感日なアブライアンス！*巧を社 





R ぶ 3 WA 



を 


を< じ 


«±。ごを ■ 


化はじ6 


g えがけるとを 


5 

6 


移 n - tttr るとち一 7 


M の mw 


ホ XX 


S 

a 

9 

10 


AA のはすしかな 
お手入れのしかな 


12 


巧11 £^«? と S つた今 / 
こんなとをに tt ，， ~ iw 


—14 


巧の巧 !!/ 

ノン 7 Q ン; m に ： H 

«■ ヴフタ • ク•ピスーほ 

ftS 日 ——16 


曰な冷凍を蔵庫 


R -23 WA お 


HITACHI 

Inspire the Next 




この度 filM « 巧ぶみにな CK £し<ち&、<ださい • 
W に 「 S をとのごま KJ もご C 用巧にをず SR み<ださい， 

R 巧! ft 巧塞は fiC 舍となに大巧に度 H しで < ださし、 

ご不明な点は Q 1 20-3121-1 1にご巧 R ください< 


お巧いになる前 I 


巧巧热巧* 


巧をのたが 


巧いはじめ 


巧いかた 


おホ入れ 


S 



























































































安を上のごま意 



ち S レになる人や、 
レでレます，また、 


■ここに巧したミ 

S 巧巧 3 «誦 


A 警告就恐其 


れる J 巧ちです 




TM やを H ち巧す J 巧百のをのです 


nn 

瓜み g うこと on ミ n るか 
/!\ /とち 、が MMM <0 巧まが 


r—«• 

るか、ま 
S が*泛 


さ〇る J 巧 B で T* 


A 警告 



■M のをしぶ水 K のちる巧で S アース 
(接 tt)injUHi ミ巧りがける 

W のかかると • 
婦えが J 巧い 


往麵なとにぶる ■■! 


— U や電 ■ブラグ • 

コンたントや BNM のち巧 
ミれる化巧やな巧100 V 
むがでの MB しなし、 


Vue* び 9 くな 
乂ぶの H 田にな 0 


IU コード •«* ブラプ巧 m 
すみようなでとはしない 

善巧けな xai した氏■•■1：«ヴ巧な、 
aoiaK? たなな;，た CU きIつ«〇たな•い 
が Mwi?^ む * wnm ^ z ^^ o . 9 a；i 


け Wff 田I 


ブラグの a 


だまぎ AM ブると， 


«■ ブラブに良こ 0 などがたまる 
と、どで eil 不 a となゥ、 


•轟 


■ttn たを 
S し S し 


•«* 

で a 


lu ブラブはコ~ドが下同さ■弟 ■» のぉ孚入れの瞧なをサ 
に S る45にし^まで m U ブラグ巧な< 

に*し么 C ぃつ _ 一 


〇 


巧に 8 レ这 C と 3 — ドに無 3 がか 


〇 



W • やけがをずることげる 0 まブ， 
差レ这みが不ちまでサと、や I 〇 171 « ぺージ） 
ft 痛による义化の原 8 にな 0 きザ • I ♦ をずフラグミ巧クロ ! し、て < ださ八 






















































































安を上のごま意 (ごヴを） 


A 警告 


為 



A ミ主意 


~ふだんご使 g のとさ 

蔵重ドアの小«ボケットに 
す«で«れやすいビン1■や 
©■をなでで入れない 


mami ぶり n に&さない 瞧ホ aa にビろ入れない 


0 

m ± 



§ I 鬟 


m ± 



xn 苗巧に落下し、けがさ7ること 
ヴち〇まず， 


■:% um に孚ミんむない 


ピン巧などが引つ娜かクで落下し、 
IW まずることが»〇まブ> 


■にちウた〇 S 急し巧食 S は 


/、、 貪べない 

霉 4 ^ § 



中!*が»ごて wn 、 けザ«ザること 
が«0まず， 


■MS の貪 S やち#ちた 

き説れ巧いぃ， V . 


MW 止 


階，祖 m 窗 

[ じ；化もみ g ぶた *— hJLt i M>f t J SJ .rU 屈： V * 面をブ J 1 

■ TMlPiip p ^ 

CMMl— ■ 画 SM 

IB 腸 SBiB SBaaasa 

iii — 


を巧つと、手がブぺごで、けがの SB に50まブ* 
で®■してくだなし、 



こんなとをには ft いなじ A 


上をなを品 
の入れ 6 ' た 


^aMiM 



圓 


ftS は；％ « しでかさ 

通かい M 9 入 n ると、 J 1 巧 
の遍》|^上ヴり、 《 E けのム 
ダに SO ますので、ホましで 
から乂れること«ぉすすかし 


新たな* AS ■说い 

冷えていを食み DUtf 上 
がりま々* 




gU レて 

ラッフゃ B 苗育 H を利巧ず 
れが、巧>やにちしザ。ミ 
巧けけ, 


のれを出し口を 
ながない 

がげ g くなります • 
た、巧 B のることげタロ 
ず，巧に MOKIUC 乂れ 
と IRC ることが£0ます 
で、巧分注■してくだミい • 


食をには、«訂に 
11£|^巧レてぃまず 


すを■をまける 


〇い«はウェルドラインとい t 、、 さ W 巧巧巧に巧ま7るるのでず ， amvB 
S について巧に H なちやす<なごていまずかを度上の B ■はなく、 im にち 
ることは so ません4 


フラスチック巧 a に、 
ひっかち«のぶさな« 
い!■びちえる 


ビシッと*がしまず ♦ また、 
が、纖 M ではち0ません^ 


R ミ，口ると JB ^ WDS 化こより巧が 
»が田まつていて 6 Bg の■がずることげ S 


■巧 H けるとさしむ ■ 
がする 


ブラスチツクやドアバツキンクの興しがせです 
■[巧が冷えると徐夕にみな<な0ぎず， 


が 


巧が I 


〇専用コン 

Ommt ^ 


セントに 



Kunoov 


じ BP ラぶんホ义てから 
gfi を入0る 

Ji 巧ヴ巧#冷ろるまでに半日 
limp かる場をびを0ミす， 


»■巧！は夕をめ巧■巧體ぴしますが、属ではを0蒙なん • 


部田ち VQ 付け、靡巧ち»掃する 

しめをなた美5かし用でしで < だすい。 
冷夕堇、冷 m ポケジト巧巧にかなな巧 
ヴ®レでいますび、»«±ぶ蠻なをので巧0, 
具常ではちりミなん， が 


甲,。微黑 


巧9 〜 11 べ一 
しで < ださい) 


々綱 ! 


水巧にち义付ける 


使いはじめ 


巧いはじめ 







































巧がでホで水平巧ところに 

♦ 8〇»«巧执の方巧に0して巧に»ブ、巧をさせまず • 
不ちま夕ちミ巧け I さ 、 M や UD の KB にな0まオ* 

♦ じ》ラたん*■などの場をは^下11^にレごか0レ' 
ちち«いで < だか、 

ろ■(■のによる巧の S さるわず， 


上巧 I 
1 Ocm W±l 



下がる 


A ま* 



7 cm 



I W 3 t 巧でホタタとこるに癒えけける 
す巧ち夕とこるに«元巧けまずと、ドアの iwg どで 
冷 U が侧〇、けがの RB にな0まず> 


If 

2 cmUU: 
(を S とを） 



■ H にすを U を 

♦ ■のよラにブさ■をとつて<巧なレ、ブさ■をいけませんと、度熟が寒くなり、 Mtt / W •えた 0* 
B のな■にぶつて麦をした0巧れた D レまず， 

♦蕉れまずと、 9 M た«ま7ることげ&0まザので、かる麵レて<巧さし、 


9 M /^7 ることげ&0まザので、 




•を》回»(£警）巧«だけない 
巧 sn のろ媒をさ用しているたを 

• を■■の!■■は7«圓«9けで 

た«を，巧ちし is ^*! 


む、涵れる 

C 靈 A けけ 


らとち乂 • と 9 D ミず • 

けみ 

9 B とな0まず， 


のがないところに 

• » 巧日ホやづスレンジタとの♦さけまずと、み fltt ザ 
«<なごた0レます ♦ 




圆 mb?? ス ■ucwHSE 等に • 义巧ける ltdi ん 
M がみ瓣と9る寒さヴホウますので、るをか t 
TEL 01200121 'll にご巧 IK ださい， 

また、巧ス«にょるかは毎の巧^»1^と《〇まず。 




万一の巧■にそな文て 

♦ 冷薦厘1|面の上1；中巧に&るネジ(2ヶ巧)«^して、 
ホ U « li かとペレトの金 ■« ネジ化〇レ侧ミ 
た?^夕證ゃ这にネジで^レでく巧3八 


: R - B 26 CV-C 


I **[ のをいところや米び巧かる 
ところにちえれけない 
«»お化による感> * 焉《•巧乂 
の KB になウま 



itmjk 

勺レト 


ース IWM # 巧について 


♦ 止のた《、±1■•か、場の巧* « TI « ど SRP 

； WR の»る!！巧にち义巧ける！•るは、をホア-ス S レて 


把 



♦ 3ンセントにア■ス I •チがをる場を 
アース • <巧■レでいません）い、 
{ア■ス WRQ じ）に aw しでくださし、 


mrmoy 



♦ 3ンたントにァ■ス I •チがなし W 
ち！!い上げの雕巧0または霉巧工事 ( 


ら 1 .8 mm ) 


•い上げの雕がまたは霉 A エ卿■に«1レ、 
ースエ >( DI »18 I » ち供)令して<ださい • 


» SX «. 

りこ Ml 


A 巧告 


さ:のよと C ろに Ml 

♦ ホ遽« ♦ づス籠 


iHUfftt について 


•ないで 

(MfT 


くださし、 

ミ I 火の巧 M 0 


►アース巧 ■* に巧0かする 
ア■スゲ不巧をな場を、这1■や涵«のと S に 
aav することが C 0 ま 


水 SUD 多いとこる Ulk 3* S ) ll 99 どち巧巧■(ごおるとこる）そ巧ける!•るは、ァースのなか ( 
mnx き■ずる C とだ IU づけるれていまず • 巧しくは S * 上げの M 巧3にな WK ださし、 


按動•運搬するとを 


»動 • M の g 文に 

♦ をす >*7 ラブを在いて < ない， 

♦ ftasco 田して < 巧3し、 

♦ M に毎■シ•卜等を餐いてから巧クでく巧ない • み■■背函の!:挺 m に水げちつでいると、ち n • m 
ずるとさに水が》»ここを〇ることザ《 0まブ> 

♦ * が!■かないよ5に、テープでしつか0■ミレてくださレ、 


?しつか0■ミレてくださレ、 


# lr - 

♦巧む 


運 IS すると巧 


♦巧を上^みす SAULt で»レて < ださい. 
♦ィラス h のよ5に■を上にして* t して 
<ださい， 

ザると《は、 nv さとテーブ 
»ごて < 巧なし、 

♦ *9とで M の*は « g みレないで<ださい • 
ちに巧りミ，• 

♦ テーブルさクレ■ン巧で* S 巧いでくださし、 




♦ 背面 • li ■など V ぶつけた巧けたウレタい 


喔巧の CV からろ《ミ 
■れ出ずと、火が • 


C ずることげ¢0ま 
♦ BO-eOHz (ペレツ） 


F で* S 巧いで < ださし、 

ブ， 

巧用でず， 


■れ出ずと、火が • 

儀病の■因と巧0ま7< 
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食品の貯蔵場所# 


温度調節を霉 


♦ろ S は、冷 xnswB ま恃 J に、冷蔵 wvm 巧悼 J にレて、 m ミ入りがこドアを 
S め、■巧のほげ中巧巧0で巧5しをとが dire レた■でず， 


VM は芭長<0をめ、 

gFm #« K 3 


イラストと«■ずる c とげ»0まず， 


を a •の，に水か:多いささ巧••巧巧など）«入れないで < ださ I 、適化^をいたか ar る 
ことが«〇まザ、 

♦巧巧グ-ス棚の«に食を«謙な、タレで<ださ I 、をいた»、«ることが«0ま 7* 

♦ »3 a ボグッ h に、アイスク U ■ムや®食まさ入れないでドアの IW にぶ0、食を 
<夕0まも 

ビン3■さ入れないで<ださ LV 中身の〇て*れることが®0ミブ， 


I > I 

ftStfX ‘ 

♦る房 S に t 




サルき IT 


♦々■ US — タイヤ 
WC ■■しでくなるい 


い化 iU 0 票 〇 ど) 

に ■/! で < 巧5い • 
一なはホ T と) 


ms に S OUT ることが 
¢0ま»めで巧す«〇けけで< 
的い • ミな、«まで*»1巧 
レを Av ジむ«1)く巧さし、 


化。 

タピ、周 nso ^ i び C な下め 
ミは* AMM , 巧 
•にすると、»0に<<巧0 


巧と5 


» T ， 

• WOtT^lK ■■ヴ . r ^ 

B 夕 • l ；3 l しでくだすい • 

> つと:*し;!;じ UM 
• と*巧の «B ■■が 

にろ!•にずると、よ〇遵 8 CS % 
くな0ます，しかし、 aK 7 る 
こと « SD ま，めで、 em\as 
じで USB * しで < がい， 


で《厮( 


。の JKKmcw は雜かに巧。て < 巧な t 、 
KKOD のホげこげ m 。、 M に四。夕どのおる氷が 
で S ることげろ0まザ* 

KtKlID は W ようみ方巧に 
巧〇«かぃでくだ3レ、 

«れることげわ0まで> 


WK グースで B ホレないでくだ3 い， »れることが 

夕〇ま 7， 

氷がが K グ•スの巧りタミ位■よ。、上!こ a ないよ 
ラにがさならレて < 巧なし、 

切〇夕 eta ■よ0を上に so まザと、がが d がうま 
く»ブタかつた0、ケースち杆し么んだ•に ttm 
々ち巧 HI に当た0、水げ C 该れることが® 0ぎず， 


通巧は r 中 J のな!■で巧巧い < だごい。 

r 、< a 9 UD ダイヤル〉で WD で巧ミす- 


»nxnK 


*mnwmm 


K 氷皿の S いかた 

1細が皿こ水を水 fiOR 
I まで乂れん 


S 細を Iff かケース 
の上に■ミみ31室巧 
になジトずる， 


さ 

‘中‘よ〇«巧 
e < な D まず 

中 

W -20^-17 t 

雜 

•や•よ OR 巧 

n < な D ます 


さ 

•中•よ 0 K 巧 
ち<な0まず 

中 

か〜巧 

雜 

•中•が R 巧 
«<な D まず 
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を蔵ま屬 



A ミま* 

夕かに ， Host 




!|』 

/ 

■ 



\z/Z/Z/7/Z/7>trmpL^ 


- 

-*-1 


巧巧は、切 S ずに貯巧したほラが曰もちしまず 


巧函してはしリブない * a 

バナナ-メロン./リ<イ中-バイナジフル.アポガ 
ドなどな、顏巧が進みに<<タウ、 gff することを 
S ゥます • 

なお、 ft ベタ M にる U でをやずことは9しち XC 
りきせん 


分碧雪 


好 E しな<てをよい金あ 

力がチで • ご®う* 5ねざ•いちち•イ CAr に< ♦* 
しようがなと, 


放 



S ■も、 

•み aB « SA ると巧は、チルドクース«押し么ん巧巧寒で巧めで<ださい，ヴース«ミ巧 U した KV で！!を B た 
ると、ケースや食を MHI することがち0まブ， 

• ブース flog (MUB) にをるま■かないで<巧なし、 ms が巧いた&，31ることげ«0ます， 

♦巧巧の■や tt ■じぶつて、 RK ブース fli こ巧■ずる C とげお口ます，ぶをん9とでなさ史クて<ださい， 

♦水みいした wa»、 よく水気ち巧クてから入れてくだな八 

♦ち谷ミ • にら .to けぎなと、佑のをちへのに©い參 0t« に夕る巧のは、ラッブ«しでして<ださい， 

•き idtfXHK ヴ-スに乂 n だ rnnat する場さな、 ラダブ « して<ださい， 
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部品のはずしかた 爲 

■巧 0 巧けかたは、はすしかたの巧の • ホで巧い rr ， 


チ J レドケース 

■のぶさに引 S 化しまず • 

フタは、な■をたはち««爭«1に 
き ism なはザ n まサ> 



ホ jRS • BS ケース 

■のように引きたします， 



ホ M ポケット 

ボブッ h の»巧け巧 ■< して SC 
まサので2ちの鷹11«11 く巧さ上 
I ザみがらゆごく 0巧し 上 I たか S 
W で弓 IS 上£^す. 



ボケジト(小物•がトルボケダト） 

» 7 - ス «« 〇おレます > 

がケッ h®(W けな ■< して «0 
まサので 2 ちの鷹面 ««!< 巧 5 上 
I 巧がらゆごく 0 押し上 I ずでから 
W でき 18 上げます • 



の ga は，<をいつげいに！!いでかるはすしでくだ St、 



巧 

ivaimc 


■巧の ftS ' SS のはび D ; 

ぶ Uis、J I S に靈づい1 
とで生産しでいますが、■巧むる S はみ U の C ろ 
巧け巧•やが»度用条 ff なとにぶ〇夏化します • 
しかレ化の含をは、ミ Hmt ヴ水分でをるた 
もに IHKW 大ち<、そ。 M は KW ) よさに大さ< 
&ヒはしません • 

巧。て* —« DS « U ミはかるではち化 
の少なしちができません 


そこで，けに< く、ちるに巧 
い巧ず otKuwf ) ミち巧していき， • 
ご!!乂の»は* SI | U ±| ホにこ w < ださ 
八 

巧ち、 -CM) アルコ•ル sauf で■巧の 
ms をはなる場合は、る■■中 v の«の中巧に巧 
lOOmL の水«入れた■ミ* M ちタミ巧。ほ 
:、 ftS に巧いぶ 


ど親して》<と、 


ist ^ら n きす • 


> 遷 aw の巧定僅は、 inwwa 

M をまけで g 化しミず。で、み眉»用 a 


が ftS* M 場 ffi 
化の巧名巧巧 n 


* J1 巧のを巧巧巧、ホ gffOW • 停化などの 
なよく gAu でをちいく巧なし、 


FV 23 WA 
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お手入れのしかた 


HB 圓 


91おが巧ケース 

が•の d がいを0、 
ブ•ス。喔|こ水や食ちの?1 
ヴたまる C とげ»0»ザ， 
ぶ<巧 SR , 

0 まず • lll^^yi 



邮 

ドアボケット、 •! など巧0は 
ホしでさる Ms 、 ホ巧いレ 
てを。しつかえ®りません • 

ドアバッキング 

やジュースで巧れや 
ずいとこ5です> 

下«&ぶ <ださま7, 

ホ巧ブ 

巧 n や汁げた*。たら、な5 
R 0 まず， 


A ま* 


• muniBCDMW ； 

ち通で，ので、やけどやけ 


こ*«；|^ た 。 SM 口 urun 、 

タザの PB にな0ミた W なれみぶうじ化 I づ■巧がかこま： v してく的い* 


お手ス^れ1 j « ■ブラグを0巧きまん 


A 巧告 


の方法 


クおらかしザにま湯か々な巧巧をさませて 
C - まず，中 1« W でだいたるは， M99 
して中1巧げ I を十 分 gg と P ミず • 

3 ち手入れ後、 U コードに»みザないことを 
m レまず* 

A J « ■フラグを3ンセン h にしごか0»レを*« 


UDib ま U 7 ラブち3 
•かる*< * た《れた 
f ■レし巧い 


<2；；3••貪 S なとの汁がドア表》に巧いた場食な' ブ<ださ«ごてく巧 
さい，そのままな«しまずと、 se ずることが《〇まブ， 

♦ 貪巧なやなん5二41の8にさ « n ている什が巧 v &« さは、 
话ま R つてく巧3レ、ブラスチックが nn る C とがち0まず， 


争で a« ■レし巧い 
m することが so まず • 

• ラブ©巧なび巧®な0巧 
け■にちこ 0 がが■レている 
«合はよく IS « V る 

ISCCJ でシ3—卜しやずく 
な0、火災の SH にな D まず， 

• M コードか•譯プラクび g ん 
でいた0 3ンちントの通レ込 
みぴ巧ろいと巧は C 巧しない 

シ9-卜 • お火の ■ 因に巧 
0ます ♦ 


1がぞうミん«ご«巧の節は、う5んのを M に巧クでく巧さい， • 
I 次なちのは S 用しないで<巧ない* aa ■や部るをます ♦ 

♦台巧頂巧巧の巧ち再るに基づく S 化の finu 姻に、 し 
アル々リ tt または瑪アル乃リ«と ae «3 n ている WR * (ブラスチック 
g » が ttn た0ブラスチック««1»させる C とげ«〇まブ， ） 

* みが5巧 • 巧せごけん•石巧 *) WI * たわレ • ベンジン*シンナ ■ • ■ 
アル3-ル*1»!なと， GHHB やスチンレスち»ブラスチック 
巧とち傷》た DS るさせることゥ巧50まず，） 

I M フラグる*5> ホに薑レ么 C とさ》7分! iLM « ちいで < 巧をし、 

すぐに U さ入打ますと*ホ sMottii の va になウます> 

>をレご不審ななが C ウました6、7ぐに ett い上 I みなが Cfl にご M く巧ない 


應巧に木«かけない 
«德《1〇«•が，くな CK Km 
•乂災の RH にな D ぎず。 / 

、 

巧 U のに；ミ入れない 
み■■ののに戌 R « がお。* 
けがの巧 H になウまず • > 
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巧障かな？と思った6 



夕のことをお■ベ<ださい 
をくみえなレとを 

♦ M フラグが巧けていをせんか？ 

♦ じユーブやブレークーが均れていさせんか？ 


では so さがんか？ 


^ -- - ■■ ■ I — • 一 • 一 I . 寒 / か f 一祖な、夕、寒 ✓ < 

を la で食 a が: we するとを けよラとずると、ドアが■くか 

♦ uinD « V にレていまなんか？ ♦■巧に入クた巧な^かこをか:れて、》 

♦ ■■の遍度が5でな卞になごていさせんか？ 5力げ一巧的にくなるためで3 

♦ 木分のをい»ミミ* «の•に入。ていさせんか？ ,^一興、い ■一一 ' - 

巧而や]■巧に水がたまるとを 

♦ 蒙ちのが史し < R 0 巧けられてい《ずか？ 

♦ H アが貪*に S たごて半 R をになごてレまなんか？ 

< t < み义なレとを 

♦ •«(¥«)' にレていさなんか？ 

♦ ■«0«ヴさたつた0、巧<にガスレンジなどヴ80ま e んかク 

♦ ■いちの S 入 n た0、ドア«ひん这んに■けていまなんかク 
♦さをぞ K « すぎていまがんか？ 

♦« B の U レはぶいでずか？ 

♦ ドアバッホンクと本1»の*にビニールさなとヴ这さまつていた0， 

ずさ錐げ® iva 化りしていませんか？ 

音がラるごし)とを 外«に■が巧< 

♦ ff ヴレごか0レていをずか？ ♦•百の M ジ■レとさ、み!!に*? > W < 

•ち义巧けが•<、がたごいていさせんか？ がを0まず • これは3ジブ(こ冷たい木ミ 

♦背■ヴ龍などに当たごていさなんか？ 巧と??夕わかこ水滴が巧 < のと«じで1 

♦ が*巧サれていさなんか？ 巧いた»でなを R ごて<ださい • 

J ■巧のにおいが気になるとを 

♦ ラップ％しないで入 ri てい*だんなク 

■ W 上の C とちち！•べにな0、それでを R さいの g いと SW 、 ブ<にち*い上げの Ufa にご**<だ3し、 


これは敌■では巧り寒せん 
水の巧れるよラな■などがずる 

• こ n 巧冷表©ろ JITHWD ヒ•夕•ひら 
巧生ずる窗で、9と中ち化ることが£0ま7， 

ドアを曲めた直後、すぐにドアを H 
けようとずると、ドアが■く®じる 

♦麵巧に乂クた an が•に冷や C れて、 W¥J> 
むげ一巧的に■も COfi く 5るためでん 

■巧に a 、 が、■が巧< 

• «■のとる、ドアの mow 
夕いと S 、 達 S レて W がレたと S 、 木みの 
夕い貪をを入れたとをに、■など巧 < こと 
が《〇まず， 

巧いた巧で巧を R ごて < ださい， 


巧 U の前面面、11而が熱く感じる 

• 謙なお lb C イブゃ抵か(イフま巧■レて 
た«で、貪をの R 麵にはたません， 


ドアを«めたと5、化のドア; 

♦ ドア巧 SC る1»〇、中の属 ssa 



> w ヴレン 

♦ ち义巧け S 

♦ 背■ヴ龍《 


• « 百の U ジ1レとさ、み！!に 
がを D まず，これは3ジブ(こ冷たい木 
巧と??をわ〇(む巧 I が巧 < のと«じで 
巧いた»でなを®ごて < ださい， 


織 


こんなとまには…科 



ff ■したとちは 

♦ ドアの UBS 、 でさる巧け51>な< しで < ださい* 
•斬しい fufromz 、 ■。の««««<するめで、 

靡巧な巧2巧ずるとをは 

♦ 5»する前に、をす〇フラグを巧いで<巧さ L 、 

♦ JB 巧幻カバー巧、 « afl « 巧ゥ B すレでジら力 
パ •♦9 HB がレ巧 B 巧ちち巧タミ。*爭 H 
翁こミ H 0 BT レ *▼, 

' Ag 吿 T w , 

♦か仍巧けるとろ巧 a •巧 W *^2 巧 
I に•■ブラクミコ: / t ントかさ H く 
TOK ががミす， 

♦■ WT な》るみ« くしつかじ 
I るんで < だまし、 I しで•なす 


で < 巧5い> 

nM <« s ) 


r ■巧打のごまな 

うえ、 eft し M 
げの■抽でががなミし、 
• ira « ランフは m に M レな 


ft 用 M 巧わないとさ 

♦々ビがまえた0、においが 
〇し夕いぶ5、靡巧ち 
擁|»レ，2-3白晒 : 

ドアま!!けで巧靡だ、 
せで<巧さい> 


こをごた 








冷なボケット 
チルドケ•ス 


C のみ M© 弟 WgB —♦ぃ1 (フホ-スター）です ♦ [b ■ | gg7Ti ，,-i 占 pi 

冷 aw の «l は*日本エ«巧ち （J 旧 C9607) にちみるれた方泛 一 g - 

で ew したと3のろ9ろ巧涵 B (食ま U) によ:ごで表巧レて S (ftUK) 一 1ちでな下一 

■ ミはジのかでん ^2*25 »3たち * 

• ホり CiU でとならみ WT 、 おちし M に巧 - L 

るよ 5Mnr ダイヤルを Mn レて、 m ち巧いまず， ■ 冷期— 

♦冷巧け«巧の通 S は15—: acrc の gB «» ai としていを jut をの^麵巧«は、含る氏« 
まん の!舟が1> • ろ巧 

♦ 冷蒸1ち巧巧育«1 OOL 当 DASks な上の貪 a ち24巧《む巧でち《〇ま7ので、一巧の百巧とレ 
一1 stikii 下に JOB でさる«能の) MR ■を、フォースター*とレ 3 tu 

ていさず* 

■ « かは 

み S« についた«は目 IB かこ«けミす*解けた水は蕉堯四にらま0、目 ft 巧に蕉ちしきず， 

兩巧 OHH* は不¥77, 

♦ je(B 本工截巧巧)では、 mo 中およ W 巧ウち了るのる JMI 巧 M (食る通度)の上が S でな下と 
化な n ていまブ， 


mnms/mmm 

ををの■巧«は、 • as で 
の fiwn • ろ巧どによ。て 
«巧〇まブので、一巧の百巧とレてご K く巧 
さし^ 


IX W / WWSWkl 化/ ググク U グ川い、 


♦この冷 g ■には; Miat / •熱巧にフロンを M はず、巧化ホ雨（ノンフロン)さ tt 用レていミす，反梁は、 
オゾン■夕 gg せホ IC » Wt へのた«を巧巧(こタタい、«^«に£•した««でず> 

♦ ノンフ □：/)« ■は巧 JW でブ。巧震な ；«• 目ちに B 貧されており、 WIW) ご泛巧で涵れ出ずことはホりまなん 
け、 巧げ一、巧《回巧を«?けてしまつた«合は、乂巧 • m ちな活用を！■け、ちを n けて魚巧レて<巧な 
し、その後、 g 巧 g または! roi2Q<3I2I-68J に;^ N< 巧さい， 
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ノンフ□ンち g ■について 


ち;衆室の性お 


巧班とアフターサービス 



(必ずぉ抗みくだをい) 


Aim (田 S ) 


毎 ■« は，みず rsff い上け曰' ucs を J なとの CA « c ( ■かろの5ろ、 Kna からまけ取:)て t 巧ださ、巧音«よ 
<お！!みのな、大巧にて<ださ V 、巧 S 、 食みり INI « ど、 SftMU 巧 0, BMtK 巧かん 


. (ただし、巧表ヴイクル•■巧を巧»巧77ンおよびフ尸ンモ—夕 
9 S 、 毎 E « l ■中でをち W に巧ることび S 口ますので、をよく C 巧みください， 



樓<用な ffiSA の a 宵 nu 




B 、 №№7ち巧口後 9 绿です， 

の樣能をずるたち)にみ S 9 BS でず 


6■なれるとを巧 


ご16ちにぶ0、ち»い上げの■巧 a のアフターヴーピ 
ス«まけら n 9< なる«をは、 n ちごて«巧«にこ相 
K < 巧3い，ご lUft での S なの家 《 SRSa を色な 
3なでいた巧なまず* 


ご不 W な iK や g 通に HT るご flK 巧 


66に sn いる 


修理モ巧 fl なれるとさな （ dim 環） 


13ぺージにレたがクで摘べでしの巧5、5ち異なげお 
ると5は • タタ>5■プラグいちぃてから、ち■ぃ上けの 
Ntna に«§<ださぃ • 

■ ご M しでぃた巧9たぃ巧 ■ 

ア フターヴー ビスちお申しつけレた巧< と¢1さ、下の 
こと《ぉ知6せ< だ3い， 


IWR •やは 

にちしましては ftllM ご巧 < だない， 
«書の角定にがつて、«巧ちが«9ごせでレ々£ 
だ S ぎず。 


• « t 期■が扇巧でいると S 这 
修 g ず〇な使巧でまる!•さには*ご巧望に< 
S させていただ S ます> 



を民■されでいまザ 


なとで M さ ri てレまず 


曲脉!巧曲！のがげ■がな jW 


ft 巧した uttft です • その拍•，に 
る S 巧などをさむ！•をを S 0ます， 


tiff へさ M そ MT る•をの M で 
BU ををいな巧< 場さげ S 0ま 7* 































